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論文内容要旨
 下肢機能障害者にとって起居・移動動作の制限は,日常生活活動の自立の障害となり,そのな
 かで階段昇降は難度の高い動作となっている。下腿切断者においても歩行や階段昇降の移動動作
 には制限があり,その要因として切断による足関節や足部の機能欠損だけではなく、切断脚の筋
 力や関節の機能低下の関与が推察される。
 この研究では,片側下腿切断者6名と健常者6名を対象にして階段昇降動作の画像解析と床反
 力解析から,切断脚の関節運動が健常者と比べてどのような相違があるのか,また切断脚の機能
 低下に対応して非切断脚が力学的にどのように代償しているのかについて分析を行った。
 階段昇降動作の画像解析は膝関節角,股関節角と体幹の傾斜角について,床反力解析は振り出
 し脚と支持脚の垂直分力と前後分力について行った。昇降動作の測定条件として階段の高さは
 10,20,30cmに設定し,昇降動作を切断脚からの昇段と降段に分けて動作を計測した。
 下腿切断者の昇段においては健常脚より切断脚の股関節の屈曲角が増し,体幹の傾斜角は著し
 く小さくなり,階段の高さが高くなるとともにこの傾向は大きくなり,階段の高さ30cmでは,
 切断脚が上段に接床した後に切除脚の股関節と膝関節は再度屈曲し,2峰性の曲線を示した。こ
 れは体幹をさらに前上方へ移動するために,股関節と膝関節が屈曲するものであり,健常者と比
 較すると切断者にとっては階段の高さが30cm昇段動作がより負担の大きい課題となることを示
 すものと考えられた。昇段時の切断脚の垂直分力は健常脚に比べ小さく,逆に非切断脚では偬常
 脚より大きくなり,階段の高さが高くなるとともに非切断脚の垂直分力は増大し,非切断脚の代
 償を示した。
 下腿切断者の降段においても切断脚の股関節の屈曲角は非切断脚のそれよりも大きく,体幹の
 傾斜角は健常者に比べ僅かに小さくなり,階段の高さが高くなるとともにこの傾向は著明であっ
 た。しかし,降段時では切断脚および非切断脚の関節角ならびに体幹傾斜角の変化は昇段時に比
 べて少なかった。降段時の健常者の支持脚の垂直分力は振り出し脚の垂直分力に比べて小さく,
 階段の高さが高いほど振り出し脚の垂直分力は大きかった。しかし,降段時の切断者の支持脚の
 垂i直分力は健常者の支持脚の垂直分力と大差はなかったが,振り出し脚(切断脚)の垂直分力は
 健常者の垂直分力に比べて小さく,切断者では非切断脚への荷重が切断脚への荷重よりも大きく,
 降段時にも非切断脚が切断脚の機能を代償していると考えられた。
 下腿切断者の階段昇降動作は,切断脚の機能低下に対応した非切断脚の代償により遂行される
 ことが示唆され,階段の高さが20cmを超えるとこれらの代償は著しく増大した。
 これらの代償は画像解析より床反力解析でより明らかとなった。
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 審査結果の要旨
～
〔
 本論文は下腿切断者が最も不自由を感じる動作の一つである階段昇降動作を二次元画像と床反
 力の分析を用いて運動学,運動力学側面から健常者と比較検討したものである。高さが異なる3
 種類の階段を昇降する際の床反力と体幹傾斜ならびに下肢三大関節の角度変化を健常者6名,下
 腿切断者6名で計測した。下腿切断者の切断脚を振りだし脚,非切断脚を支持脚としての昇降時
 動作を分析し,以下の結果を得た。切断者の昇段動作では健常者に比べ床面に対する体幹の傾斜
 角度は小さく,振りだし脚(切断脚1)の股関節屈曲角度が大きく,床反力の垂直分力は振りだし
 脚(切断脚)で小さく,支持脚(非切断脚)で大きく,この特徴は階段の高さが増すと顕著となっ
 た。切断者の降段動作では健常者に比べ,体幹傾斜角は小さく,振りだし脚(切断脚)の股関節
 屈曲角度は大きかった。また健常者の降段動作では振りだし脚の床反力の垂直分力は支持脚のそ
 れよりも大きく,高い階段でその差は大きかったが,切断者では振りだし脚(切断脚)の垂直分
 力は健常者にくらべ小さく,かつ支持脚(非切断脚)の垂直分力よりも小さかった。
 これらの結果は切断者は階段を切断脚股関節の屈曲を強め,体幹の傾斜を少なくし,非切断脚
 への体重荷重を増やして昇降している特徴を示したもので,下腿切断者は切断脚の支持性低下を
 非切断脚への荷重増加で代償しているといえる。この特徴は階段の高さが20cmを越えると顕著
 になった。
 これらの知見はこれまで明らかにされていなかった切断者の階段昇降動作時の非切断脚による
 切断脚の機能代償機構を運動力学的,運動学的に明らかにした点で博士論文に値する。
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